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生涯学習の〝学ぶ〟とみつばちの
〝Bee〟を合わせて名づけられた生
涯学習のマスコットマークです。

まなびぃウィンドウ
みんなで楽しく学ぼう！生涯学習

mascot マナビィ

問教育委員会生涯学習課 ☎30－0292

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

歴
史
民
俗
資
料
館

青
少
年
を
育
て
る
市
民
の
つ
ど
い

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
化
月
間
」

声
か
け
運
動
を
実
施
し
て
いま
す

鹿角市民俗芸能フェスティバル 
～ 魂

た ま ふ
振る響き！受け継がれる鼓

つづみ
 ～

～特別出演～

　市内で伝承されている太鼓と岩手県内で長年活動して
いる太鼓の競演をぜひご覧ください。
　チケット好評発売中です。

★ 大湯大太鼓★
　直径 90 ～ 120㎝、胴長 140 ～ 150㎝、重さ 45kg の大太鼓を、
打者 1 人、補助者 3 人の 4 人 1 組で勇壮でかつ華麗に叩き鳴ら
します。昭和 49 年 10 月に、秋田県無形民俗文化財に指定され
ました。

★ 水沢盆踊り太鼓★
　1 人で太鼓を担ぎ、踊りながら叩きます。太鼓の縁も叩いて演
奏する「舞打太鼓」が特徴です。平成 30 年 3 月に、市無形民俗
文化財に指定されました。

★ 錦木古川大太鼓★
　力強い曲調と、1 人で大太鼓を担ぎ、横から叩いて演打する「一
人太鼓」が特徴です。錦木塚祭典奉納や市内外のイベントなどで
精力的に公演活動を行っています。

★ 気仙町けんか七夕太鼓★
　岩手県無形民俗文化財「気仙町けんか七夕まつり」の山車の上
で演奏されるお囃子を舞台用に脚色し披露します。「全国太鼓フェ
ステイバル」や「日本の太鼓」、ロンドン五輪「ジャパンフェスティ
バル 2012in ロンドン」などに出演しています。

★ 佐
さ ひ な い き ん ざ ん

比内金山太鼓★
　昭和 62 年に創作太鼓保存会として誕生し、昨年創設 30 周年
を迎えました。アメリカとオーストラリアでの3度の海外公演や、
県内外の芸能・太鼓イベントなどに出演しています。

▪日時　12 月 2 日 日 13 時～（開場 12 時 30 分）
▪場所　文化の杜交流館コモッセ 文化ホール
▪チケット　全席指定 前売券 500 円（当日券 800 円）
※未就学児入場不可（コモッセ、各市民センター、大湯
支所で取り扱っています）

問 生涯学習課 文化の杜交流館 ☎ 30 ー 1504
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「
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
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「
染
色
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を
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
勾
玉
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
り
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し
ょ
う
。　

▪
日
時　
12
月
９
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２
２
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４
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縄
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８
日 

土 

14
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
場
所　
大
湯
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葉
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開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
11
月
１
日 

木
か
ら
、
開
館
時
間
お
よ
び
休

館
日
が
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

▪
開
館
時
間　
９
時
～
16
時
（
遺
跡
見
学
時
間

も
同
様
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▪
休
館
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月
曜
日
（
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
火
曜
日
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企
画
展

開
館
一
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年
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・
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治
と
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人
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▪
期
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11
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１
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～
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▪
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史
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資
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別
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▪
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輪
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通
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ま
れ
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政
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村
竹
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と
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村
の
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で
教
育
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の
文
子
、

あ
わ
せ
て
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作
家
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績
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介
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９
日 

金 

10
時
～
12
時

▪
見
学
場
所　
株
式
会
社 

浅
利
佐
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史
民
俗
資
料
館
に
集
合
し
、
工
場

に
移
動
し
ま
す
。
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。
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＆
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９
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モ
ッ
セ
内
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▪
対
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内
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生
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０
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し
く
は
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で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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堂

▪
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容
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青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

・
少
年
の
主
張
発
表

・
青
少
年
健
全
育
成
優
良
事
例
発
表

・
講
演
会
（
第
68
回
Ｈ
氏
賞
受
賞
凱
旋
講
演
）

　
「
わ
た
し
の
鹿
角
、
こ
の
地
に
育
ま
れ
て
」

　
詩
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十
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撓と
う
こ子 

氏
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十
田 

撓
子
氏

　

鹿
角
市
出
身
。
２
０
１
６
、２
０
１
８
年
秋
田

県
現
代
詩
人
賞
受
賞
。
２
０
１
８
年
第
１
詩
集

「
銘め

と

り

か

度
利
加
」（
思
潮
社
）
で
詩
壇
の
芥
川
賞
と
呼
ば

れ
る
第
68
回
H
氏
賞
を
受
賞
。
秋
田
魁
新
報
、
河
北

新
報
に
て
毎
月
コ
ラ
ム
を
掲
載
中

　
毎
月
５
日
は
「
声
か
け
運
動
の
日
」
で
す
。
登

校
中
の
子
ど
も
達
に
「
お
は
よ
う
」
や
「
気
を

つ
け
て
ね
」
な
ど
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
実
施
日　
11
月
５
日 

月 

７
時
15
分
～
８
時

※
平
元
小
学
校
、末
広
小
学
校
、草
木
小
学
校
、

尾
去
沢
小
学
校
、
尾
去
沢
中
学
校
は
振
替
休
日

の
た
め
、
翌
６
日
火
に
実
施
し
ま
す
。
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無料開館日の
お知らせ

　11 月３日土の「文化の日」に合わせて、　大湯ストー
ンサークル館・先人顕彰館を無料開放します。戊辰戦争
についての企画展や、世界遺産登録を目指す大湯環状列
石などを、ぜひこの機会にご覧ください。

（岩手県 陸前高田市） （岩手県 柴波町）


